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 4月も半ば、太陽のありがたみを享受する日々となりました。鳥のさえずり、色とりどりの

花々から英気を養い、もう少し、もう少しと散歩したくなる日々でしょうか。 

 今回の季節便りは、春を待つ気持ちから春を享受する嬉しさまでをお届けします。思いがけな

い土地のお話の記事も出てくるので、ページをめくりながら、楽しみにしていてくださいね。 

会員の皆さんから ～それぞれの世界～  

 

 

 4月某日、瑞子 Ernstさんのお宅にお邪魔し、手作りの作品群を見せていただきました。 

「古いものしかないのよ」とおっしゃっていましたが、古いも新しいも関係なく、その手によっ

て生み出された物が、あらゆる場所で心を和ませてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お部屋には、瑞子さんの作品だけでなく、お友達の手によるものや専門家によるもの等々、 

そこかしこに様々な手作り作品が飾ってありました。 

 

 瑞子さんの世界潜入記録 ～手作りの品々に囲まれて

～        

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ちぎり絵 

聖書の世界、天と地を表しており、 

下の作品は、二人の娘さんを思って 

作られたそうです。 

試作中の電気のかさ。折り紙の応用編。 

何で折られているか、分かるでしょうか。 

紙ひも作品 

和紙の電気がさ 

和紙も手染めで作られたようです。 

ちぎり絵 

作品中の作品も見えますか。 

 

 

出張撮影いたします。お気軽にご連絡ください。 

ここにも手作り作品 



 

 
 

   

 私は、27才の時、デンマーク人の夫との結婚を機にデンマークに住み始めました。夫の仕事の

ためインド、ケニヤ、グリーンランド、また私の仕事の関係で日本と、デンマークを離れた期間

はありましたが、通算 50年ほどデンマークで暮らしてきました。現在は、春・夏はデンマーク、

秋・冬は日本と半々暮らしています。 

 それで「デンマークと日本とどちらがいい？」と聞かれても、これが困るんですよね。「どち

らもいい」ので。 

 デンマークに春夏の期間いれば、 

どこにこんなに隠れていたのかと 

いぶかしく思われるほどの百花繚乱の 

４月・５月、さわやかな初夏、ハイキ 

ング・サイクリングにはもってこいの 

暑すぎない夏…。 

 でも例年８月の半ばにはすでに秋風が吹き始め、収穫の季節が訪れると、初秋の日本に行く可

能性があることが、とても嬉しくなります。 

 私は、高温多湿の６月-８月にかけての日本は、ここ 20年程行っていませんが、日光が極端に

少なく朝起きても薄暗く午後４時になると暗くなるデンマークの秋 10月＆11月は、大の苦手で

気がめいり、この時期を乗り越えられずダウンしてしまう人々の気持ちもよーく分かります。ど

んなに温度・湿度調節が 100％自動で快適な住宅でも、外が一日中夜明け・夕方のような秋のデ

ンマークは、精神衛生上非常によくありません。 

 私が 50代に突入した頃、息子たちは、コペンハーゲンの大学に進むため家を出て行き、残った

のは、夫と私とラブラドール犬、ナヤだけ。私は、40代の大半・50代の初めまでサラリーマンを

していましたが、その後フリーランスになり、仕事は通訳・翻訳。翻訳はどこででもでき、幸い

日本での通訳の仕事もあったので、それをだしにして、比較的長期に日本に滞在をしたりもして

いました。 

 最初の転機は、2012年末に複数の病気持ちだった夫が心臓麻痺で亡くなった時でした。まだ愛

犬のナヤは残っていましたが、隣人・友人・知人達に預かってもらい、夫生前の時よりは長期に

日本に滞在することが可能になりました。 

 そうこうするうちに、寿命は 12・3歳といわれるラブラドール犬のナヤも 14歳になり、2016

年に天寿をまっとうしご主人の元に旅立って行き、以来私はますます自由になり、デンマークと

日本に半分づつ住むことが可能になりました。 

 現在、日本での拠点は、東京都大田区平和島・大森区域で、京浜急行平和島駅から徒歩 10分、 

                             JR大森駅からはバスで５分の 

                             ワンルームマンションです。 

                             ここは、一戸建て住宅を見つけ      

                             るのが困難なほど集合住宅が立           

                             ち並ぶ地域。デンマークの拠点    

 デンマークもいい、日本もいい - 欲張りな選択                         

                        和子 Steffensenさん 

  

  



のアルスとは正反対に人が密集していて、スーパー、食べ物屋、医療機関、バス停留所、電車の

駅などすべて徒歩範囲内にあります。その上嬉しいことに羽田国際空港までたったの８.８km ― 

バスでも電車でもタクシーでもごくごく簡単に、また安く行けます。アルスからビルン空港まで

150km、ハンブルグ空港 220km、一番よく使うカストルップ空港までは 380km。国際空港へ行くま

での行程が複雑で価格が高いことを考えると、雲泥の差です。 

 ここまで東京の生活での地理的条件の良さを述べましたが、他にも外食と銭湯の楽しみもあり

ます。東京大森・平和島界隈は、庶民的で安くて美味しい食べ物屋さんがいっぱい。２品も３品

もついた定食が５－６百円で食べられるので自炊の手間と時間を考えると、どちらが安いかにな

ります。また広々とした浴槽でのびのびとお湯につかっていられる銭湯も楽しみの一つです。東

京のど真ん中でも温泉がある銭湯はかなりあり、私がひいきにしている『天神湯』は、若い夫婦

の経営のせいかモダンな内装の上超清潔で、仕事帰りの若者でも賑わっています： 

 

 

 

 

 

 

 ここまで東京の生活のよい事ばかり述べましたが、平均的デンマーク人にとって東京大田区

は、必ずしも天国ではないでしょう。 

 狭い、ヒトが多い、緑が少ない、隣人とのコミュニケーション希薄… 

 私も、今 40-50代だったら果たして東京大森の暮らしがこんなに気にいったかどうか？これ

は、分からないと思います。高齢になって、係累がいなくなったこと、自分の車で動くのが難し

くなったこと・・・いろいろその原因はあると思います。 

 独りで狭ぁ～い空間での東京の生活とはうって変わり、４月から９月までは、居住面積 200 平

方米、９部屋もあるアルス島の家での生活です。デンマークでは、庭があるので、庭仕事があり､

海まで 1.3kmなので、海水浴もします。周りは森だらけなので、 

散歩も実益を兼ねた趣味です。夫が生存中は、庭にジャガイモ・ 

サラダ菜・イチゴなどを植え、『産地直食』の生活を楽しみました。 

もう一人の生活なので、それほど必要ではありませんが、花が好きな 

ので、例えば東京で買えば目が飛び出るほど高い薔薇の花もふんだんに 

切り、家の中で飾ったり、楽しめます。  

 それと、何と言っても 27歳から現在まで暮らした土地での親戚・ 

友人・知人・隣人たちとの交流です。日本では、自分の家に招待して 

くれる人はほぼ皆無ですが、アルスでは、その反対。お互いのケーキ・ 

レシピを競い合ったり、食卓の飾りつけに工夫を凝らしたり…東京に 

はない楽しみがあります。 

 また、デンマークを含んだヨーロッパの良さは、海に囲まれている日本と違い、他の国の言語 

や文化が手軽に味わえることでしょう。特に私の住んでいるアルス島は、1920年までドイツ領だ 

ったこともあり、ドイツまでたったの 55km。車で一時間も走れば、そこは外国です。通貨もユー 

  

 

 
 

半チャーハン、半ラーメン

＆ギョーザ３個 

しめて 510円 

新馬場 天神湯 



ロとデンマーク・クローネと違うし、話している言葉も違うし、本当に不思議です。 

 と、このように、今のところはデンマークと日本を行ったり来たりして楽しんでいますが、将

来は、まったく分かりません。 

 私の母は、デンマークの夏が大好きで、80代の前半は、娘の私の付き添いで毎年アルスに来

訪。滞在許可最長の３カ月までデンマークで過ごしました。 

 現在、世界中の空港は、高齢者やら障害のある人でいっぱい。どこに行っても車椅子やら専用

スタッフが揃っていますので、皆ごく普通に旅行を楽しんでいます。 

 私も認知症にさえならなければ、どうにかしてカストルップ・羽田空港にたどり着き、この二

重生活を続けて行くことでしょう。 

 

 

 

 イースター休暇を利用して東京に 1週間滞在しましたが、 

フライトはカイロ経由のエジプト航空にしてみました。 

 実は 20代半ばに 2年半カイロに住んで、現地の旅行会社 

に勤務していました。主に日本からの団体旅行のお客様を 

引率して、カイロだけでなくルクソールやアスワンなどに 

毎週のように行っていた思い出の国です。 

 当初の予定ではトランジットが 5時間ほどあったので、 

30年ぶりに急いでピラミッドだけでも見てこようと思っていたのですが、カイロから東京への便

がキャンセルで、カイロに 2泊することになり、じっくり 30年の変化を体験出来ることになりま

した。アラーの神の思し召し？ 

 モダンで大きくなった空港を出ると、客引きがわんさとやってくるのは、昔と全然変わらなか

ったけれど、なんと、今は Uberでタクシーを呼ぶことが出来ました！どこに行くにもタクシード

ライバーと値段交渉をしてやりあうのも旅の醍醐味だと思いますが、苦手という人も多いと思う

ので、その点では個人旅行のハードルが下がったかもしれません。滞在中何度か Uberを利用しま

したが、全く問題なくスムースでした。 

 当時勤務していた会社は今も 30年前と同じ場所にあり、社長 

も高齢ですが健在で毎日出勤しているとのことで、オフィスを 

訪ねて挨拶し、当時一緒に仕事をしたスタッフ数人と会うことも 

出来て大感激でした。 

 ラマダン中のカイロは、クラクションの音が鳴り響き、自由 

自在に車線変更をする車は以前と変わっていませんが、当時は 

なかった大きなショッピングモールや、渋滞を緩和するために 

出来た高架があちこちに伸びていて、道幅も広くなり、当時 

暮らしていた空港近くのヘリオポリス（新カイロ）のあたりは、 

全く面影がありませんでしたが、住所も覚えていなかったのに、 

アパートを探し当てることが出来ました。当時としては新しい 

建物だったせいか、今も見た目はそのままでした。 

   エジプト紀行                  廣川由佳さん 

      

  

 

 



 一日は一般のグループツアーに参加して、ギザのピラミッド群の観光に行きました。スフィン 

クスのあたりはお土産屋さんが増えて、見学ルートが変わっていましたが、砂漠の方から三大ピ 

                 ラミッドを眺めるエリアは、30年前とそれほど変わっていませんでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 数年前から建設が始まったグレートエジプシャンミュージアムは、コロナ禍で完成が遅れ、現

在一部公開はされていますが、正式なオープンは今のところ今年の 11月あたりになりそうだとの

ことです。ピラミッドに近いところに建設された、巨大でモダンな建物を外側からだけ見ること

が出来ましたが、正式オープンしたら、また改めてじっくり見に行きたいなあと思います。 

 今回は三月後半で日中 25℃程度だったので、気持ちよく観光することが出来ました。夏は 40

度を超えますから、観光が厳しくなります。旅行シーズンとしては、冬がベストです。デンマー

クからは、冬のチャーター旅行が、リゾート地のハルガダやシナイ半島のシャルムシェイクにた

くさん飛んでいます。紅海は透明度が高く、ダイビングのメッカとしても知られています。私も

昔シャルムシェイクで、ダイビングのライセンスを取りました。40メートル潜っても、かなり明

るかったことを覚えています。紅海は塩分が高いので、ダイビングの時に体に付ける重りも、通

常より重いものを付けるので、他の地域でダイビングをしたときに、違いに驚きました。 

 チャーター旅行でリゾートに滞在して、そこから 1泊や 2泊でカイロの観光に行くことも可能

なので、まだピラミッドをご覧になっていない方は、冬の避寒旅行にエジプトのリゾート地はい

かがでしょうか？ 
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山形 上山城と光禅寺の桜 

 

コペンハーゲンの桜 

 



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 Klub Japanの催し 

 ３月 17日（日）第 18回交流の集い及び総会  

 春の日差しが差し込む中、交流の集いと総会が開かれました。 

 いつものように芹澤典子さんによる歌の解説を挟みながら、 

朧月夜やみかんの花咲く丘など計 5曲を歌い、松本るいさんによる認知症を知ろう！講座では、

物忘れと認知症の違いを学んだり、コグニサイズの一例である、歌を歌いながら「か行」で手を

叩くという動作をしてみたりしました。その後、お茶とケーキを味わいながらの総会となり、な

かなか顔を合わせられない会員の方々との交流の方法や企画、会場の利便性、そして、日本人高

齢者のための施設を誕生させるには…等々、活発なやり取りがありました。 

新たな仲間も増え、今後が更に楽しみになった一日でした。 

詳しくは、 https://klubjapan.dk/ の総会議事録をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨夜の雨で、 

また庭が水で

溢れました… 
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 とある日々の記録 ～つぶやきから～     

           知恵子 Petersenさん 

開会の挨拶 

歌う前の準備体操 
活発なやりとりのあった総会 

 

 

 

関西のたこやきで～す 

 

今夜の献立は 

数の子と海鮮丼 

https://klubjapan.dk/


Klub Japanからのお知らせ 

 

野外で集う会の季節になりました！ 

 四季折々の美しさを見せる植物園での散策に参加して、木々や花々の 

変化や、すばしこく動きまわるリスとの遭遇を楽しんだりしませんか。 

 詳細は毎回メールでお知らせします。 

 

第 19回交流の集いのお知らせ 

  日時 ９月１日（日） 13時半～16時半 

  場所 Valby Kulturhus 3階 4号室  

    住所  Valgårdsvej 4, 2500 Valby 

   ※詳細は追ってお知らせします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

季節便り 6 卯月版 2024年 4月 24日発行 

写真・文章協力 綾子クロイツァー、和子 Steffensen 

        瑞子 Ernst、知恵子 Petersen、 

        廣川由佳、ノルゴー順子（敬称略） 

        日本在住の方々 

編集責任     鈴木理子 

皆さんの近況、写真、身近な存在、おすそわけ話、俳句、川柳、短歌等、いつでも

お寄せ下さい。 投稿はこちらまで michikoriko@gmail.com 

 

 今回も多くの方にご協力いただき、多種 

多様な内容を盛り込むことができました。 

どうもありがとうございます。 

読まれての感想等、ぜひお聞かせください。 

 次回は、6月末頃にお届けできたらと 

思っています。 

それまでどうぞお元気でお過ごしください。 

全ての活動について、会員の皆様に随時メールで案内を

送ります。Klub Japanのホームページにも活動の詳細を

順次掲載いたします。  https://klubjapan.dk/ 

   

 

 

マゴネットアンケートにご協力くださった皆様、 

お時間を割いてくださり、どうもありがとうございました。 

引き続き回答を募集しているので、ご協力いただける場合は、 

以下のリンクからアンケートにお答えください。 

アンケート回答フォーム 

 どうぞよろしくお願いいたします。お孫さんの有無は問いません。  

     ※クラブジャパンの活動とは関係ありません。   鈴木理子 

このアンケートの回答締め切りは 4月 30日とさせていただきます。 

 

皆様からいただいたデータは、個人情報に十分注意し、発起 

 

 

あちらこちらの春の訪れ 
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